
空間表示

ラスタセルのチェック
　

ラスタレイヤコントロールの中のオプションでは、一部の

範囲をズームしたとき①セル間に分割線を表示するか、②

さらにズームしたときセル値をラベル表示するかを設定で

きます。また、浮動小数点ラスタを表示する場合、表す小

数点以下の数も指定できます。コンポジットカラーラスタ

では、セルの中に、RGB の順番で複数の値が表示されます。

③ TNT では、拡大方法の選択や、セル分割線やラベルが使

えるまでのズームレベルを設定できます。ラスタオブジェ

クトを描くとき、2 ×以上に拡大した場合、デフォルトで

一番早いのは、最近隣（二アレストネイバー）のセル値を

使用する方法で、画面上に同じ値のピクセルを生成します。

この方法では、拡大した画像はブロック状になります。そ

の他の拡大方法の選択肢は、バイリニアと共一次内挿法

（Cubic Convolution) のリサンプリング方法がありますが、

なめらかな画像ができる代わりに、より多くの処理を必要

とします。共一次内挿法は、バイリニアによるリサンプリ

ング方法より、多少はっきりとした画像が出来上がります。

ラスタレイヤコントロールのオプションパネルより、拡大

方法を選択してください。

もし、バイリニアか共一次内挿法のどちらかを選択した場

合、拡大されたセルは一つの値だけでは表せなくなり、ラ

スタのセルの分割線がより有用となります。

ディザパターンを適用すると、印刷の際必要となりますが、

これらの方法の差異ははっきりしなくなります

（下図を参照）。これらの実例は印刷物より PDF で見た方が

良く分かります。もっと良いのは、実際に TNTmips でお試

しください。

セルの大きさが 16 ピクセルより大き

いとき、セル間にラインが現れます。

ラスタオブジェクト
全体の表示

カラーマップを使用した

　16 ビットのラスタ

24ビットのコンポジットラスタ

ラベルはセルの大きさが 32 ピクセルを超えるときに現れ、セル
値がセルの中に現れます。またセル値を、データティップか、[セ
ル値のチェック ]ツールを使って確認することができます。

最近隣（二アレストネイバー） 共一次内挿法（Cubic Convolution)

セル分割線を表示した
共一次内挿法（Cubic Convolution)

バイリニア
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2007 年 11 月 16 日v74新機能


